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現行コマンダ遺制：

　　　　　　　　　イスパニア国海商法（2）

条文訳と若干の問題点

｛

T 碕 俊 夫

Con丘anza　VivieRte　en　Actualidad：

　　　　　　　　　　Comercio　mariti］mo　de　Espafia（2）

Traducci6n　de　Articulos　y　unos　comentarios　de　Problema

Toshio　YAMASAKI

Sunlar三〇

　　Otra　ocasi6n　an£erl◎r，　nGs　referimos　a至丁重tu玉o　Prlmero　de　los　buques，　y　al　Segundo　de

las　personas　que　1蓋賞e夏・v量ene置3　en　eI　comercio搬ar三摂mo（De　Seccl6n　p韮’lmera　de｝os　prople．

tarios　del　buqLie，　y　de　los　nav呈eros，　hasta　Secci6n　segunda　de　los　caP三tanes　y　de　los　patro－

nes　de　buque）．　Yesta　vez，　vienen　a　contlnuaci6n，　Secci6n　tercera　de　los　oficiales　y

tripulaci6k　del　buq乳1e，　Secci6n　cuarta　de至os　sol）recargos，　y　lt韮ego，　Titulo　Tercero　de　los

contratos　espec呈ales　del　comercio　n｝ar重tinユo．　Y，　sin　einl〕argo，　dentro　de　es重e　titulo，　se　trata

s610　de　la　Secci6n　Primera　del　contrato　de　fie£anlento，　y　hasta　mismo　4°　de　la　rescisi6n

total　o　parc玉al　del　contrato　de王丑etamento．

　　De　modo　que，　hasta　hoy，　hemos　visto　el　buque，1as　perso玖as（luienes　quedan，　formゑndose

en　parte，　relacionadas．a　aqLi61，　y　por　altimo，鵬ercaderias　maAtimeis．　Atanto，　podremos

ver　cas1　la　むotal圭dε迄d　de　transporte　de　jos　coRtables　econ6m量cos　produc玉dos　del　buque，　en

cuanto　a　ユas　mercaderias　pertenecidas　a　aquel　campo　inaritinio，　al鵬en◎s．

　Comparad撫　la　ley　espaf沁1＆　con　nues宅ra，　sera　aqu6難a　1賑as　acud｝ble　y　colnpac£a磯ue　6sta，

Y，entendernos　tambi6n　es重a　vez　como　anterlor，　de　val・ios　casos，　donde　se　halla　lo　carac．

teristico　de　Comanda，　aun　siendo　el　l）uque　una　espec1e　de　Soc呈etas　de1！nar．　Tareas　y

Previsio韮les　socla王es　de　Trabajo　abundan，　y　aque1董a　ley　ser含suficientemente　tolerab玉e　aun

α｝　nuestros　豊empos　縛uerrerosos．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節

　　　　　　　　　　　　　　　　船舶の職員及び乗組員

第626条，運転士（水先案内人）となるには次の要件を必要とする。すなわち

　第一，海運若しくは航海に関する法律若しくは規刷が要求する諸条件を糾合すること。

　第二，その任務の担当のために上記諸規制に準拠して行為能力を備えなていなければならない。

第627条，運懸士は，船舶の副長として，かつ，船主が別段の定めをしていないかぎり，船長の

不在の場合に代麗を務める。また，したがって，いっさいのその職能，義務及び責任を帯びるこ

とになる。

第628条，運転士は，航行しょうとする海域に関する書翰と，海図及び常用していてかつ，その

任務の従事のために必要な複写用製図機器を携帯して行かなけれぱならない。またこの部分を欠

いていたために生ずる事故に対して責任を負う。

第629条，運転士は個人でかつみずから全頁を綴じてスタンプを挿印した帳簿を携帯して「羅針

盤賑」と名付け，冒頭に記載内容事項の番弩を記入して主務官庁による署名を受ける。また，岡

帳簿には距離，航行針路，羅針の変更，航行偏差，風向と嵐力，気圧と海上の状態，吃水線，認

められた緯度及び経度，使周煩数，馬力，タービンの廼転数，及び発生事項の名の下に行こなわ

れた操縦，他船との出会い，及び航海中に生ずるいっさいの特記事項と事故を認録する。

第630条，羅針の変更と最適の船旅を行こなう便宜を採るためには，運転士は船長と諮ってその

承諾を受ける。若し船長が反対するときは，運転士はその他の海事職員の立会いの下に船長に対

して適切な見解を串し立てる。若しそれでもまだ船長がその解決に否定を固執するときは，選転

士は適竃提案をおこなって航海日誌に本人及び職員のなかの他の者が署名して，船長に従う。船

長はその措置の結果について単独で責任を負う。

第631条，運準云士はその不注意及び技能不足によって船舶に及び船荷に生ぜしめられたいっさい

の撮傷に貰任を負う。維し，犯罪若しくは過失が介在する場合には，所定の刑事責任が併科せら

れることを妨げない。

第632条，掌帆長の義務は次のとおりである。すなわち

　第一，船の船体及び船具の維持を監視し，その管掌任務の細目を構成する道具及び聡興の保金

に当たり，かつ，必要な修理及び不用となり排除ぜられる物件及び粥具の敗換えを船長に提案す

ること。

　第二，操縦に間に合うように船舶を糸建持して，順調に船積みを行こなう世話をすること。

　第三，粟組員の秩序と規律及び撲好なサービスを保ち，また船長に命令と適切な指図を仰うぎ，

船長の権限による介入の必要が生じたときは速みやかに船長にその簑連絡すること。

　第四，個々の海員に船申で行なう仕事を，受領した指図に基いてあてがい，また綿密かつ正確

にその実施がなされるよ5監視すること。

　第温，船舶が解装手続きされるときは，船主が別段の惜鷹をこうじているのでないかぎり，船
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舶の船具及び用臭いっさいにつき財産棚卸管理の任に当たること。

　機関士に．関しては次の諸視制が適螺せられる。すなわち

　第一，商船配属の要員を構成して参加する船舶機関士として桑船できるためには，法律及び規

期が要求する諸条件を糾合しなければならず，また，上記諸規鋼に基いてその任務の担当のため

に行為能力を具えていなければならない。機関士は船の職員として考慮せられる。握し，モータ

ー装醗に関する事柄以外は命令を受けて執行することも介入することもしてはならない。

　第二，一船航に，二若しくはそれ以上の機麗員が乗船して存在するときは，それらのうち一名

が機関長となり，その他の機関士及び機関係員はすべて機関長の統率下に概かれる。その橡か，

モ門ター装議，それに関する部晶，用異，及び工作金具，燃料，潤滑用材料及び船中でおよそ機

関員の任務を構成するいっさいが機関畏の所管となる。

　第三，機械及びボKラーを善良な保全状態でかつ清潔に維持し，常蒋規則的に機能するように

適切な手段をこうじなければならない。また，不注意及び技能不足によってモーター装鐙に，船

舶に及び船荷に生ぜしめられた事故若しくは海損に責任を賃う。但し，犯舞港しくは過炎の介在

していることが立証せられたときに生ずる飛事責任の91：科を妨げない。

　第罎，船長の事萌の許可なく，モーター装置にはいっさい改造を企図してはならないし，モー

ター装澱に気付かれている海損を修理する手続きをすすめてもならず，また，その操作運行の正

常な体捌を変更することもしてはならない。機関士は若し立証が拒ばまれたときは，その他の機

関士若しくは職貴の立会いで適宜意見を述べることができる。また，若し，それでも船長が否定

的態度を固執するなら，機関長が懸1｛：抗議をおこない，機械帳簿にその蜜明記してから船長の云

い分に従う。船長はその措置の結果に単独で責任を負う。

　第五，モーター装概に起きたいかなる海損も船長の責任であり，機械を1蝋寺停止しなければな

らないとき，若しくは，船長が直接知悉していなければならない管掌部門に侮らかの事故が生じ

たときは，その鷺船長に通報し，なお，頻繁に燃料及び潤滑油油材料の費消について船長に報告

しなければならない。

　第六，r機械帳簿」とタイトルを付した媛簿若しくは記録を保持し，それに，機械作業に関す

るいっさいの資料を記入する。たとえば，火入れ使胴炉数，ボイラー及びベアリングにおける蒸

気の圧力，冷却器の真空，混度，ボイラーへの給水満タン度合，燃料の，及び潤滑油剤の費消，

及び，　「特言己すべき事項」の表題下に，機械及びボイラーに生じた海損及び故障，それらの事故

発生廉因，それらを修理するためIZ　f－li　v、られた手段など。また，羅針盤簿の記録資料から採り上

げた風力及び風向，及び船船の吃水線と航行距離を表示すること。

第633条，掌帆長は，船長及び運転士が不可能若しくは能力爽失の際に船船の撫揮を執り，その

場合の権限と責任をもつ。

第634条，船罷は適嶺と認める員数を以って所管船舶の乗組員を構成する。また，イスパエア圏

人の海員が不足して得られなかったときは，岡内に定｛滋する外園入を乗組ませることができるe
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但し，その数は乗組員の5分の1を超えてはならない。外国港内で船長が充分な数の邦人乗組員

を見出し得ないときは，領事若しくは海運当局の承諾を得て外国人を以って乗組員数を補充する

ことができる。

　船畏が個々の乗組員及びその他の船舶雇翔要員と結ぶ契約で，第612条に照らしてなされると

きは，会計帳簿に明記されなければならない。但し，公瓢入着しくは潤法書士の介入は要しない

が，委譲権者によって署名せられ，イスパ＝ア鷹の主権の及ぶ範囲では海運局により，若しくは

外国で証明せられるときは頷事着しくは領事館員によって査証を受け，契約に各当事者が負うい

っさいの義務と，いっさいの獲得権利が列挙せられなければならない。上記の諸蟻局はこれらの

義務と権利が，疑義や苦情を生ずることのない明白な条件で定められるように留意すること。

　船長は本法典での関係条文を熟読して，文書にまちがいなく土詑の帳簿紀入をするように留意

しなければならない。

　帳簿には第612条に諸要件が定められており，帳簿記入は差替えする証拠が他に見当たらず，

同条の範囲でなされた諸契約及びこれら諸契約の勘定に授受せられた金額に関して船長と乗組員

との間に生ずる紛争での証明になる。

　乗組員の各人は帳簿に詑載せられたとおりの契約及び勘定項醸の清算について，船長に対し，

船長によって署名せられた写しを請求することができる。

第635条，船舶で働らく契約を締結した海員は就業責任を解約し，義務の履行を放棄してはなら

ない。但し，突発の合法的な障害によるときはこの限りではない。

　また，一船舶の就業から他船へと，前者に在る船長の文書による許るしを得ることなしに移る

ことはできない。

　若し，上詑の許可書を得ることなく，一船舶での就業契約を結んだ海員が他船での契約を締結

するときは，あとの契約は無効であり，船長は先に義務を帯びた就業契約を果たすように当該海

貴に強制するか，若しくは当該海貴の負担で，これに代わる海員を募集するかの選択ができる。

なお，当該海員が先の就業で発生して受け取り勘定になっていた俸給はこれを喪失し，契約して

いた船舶の利益となる。

　船長が，他船での就業中の海員で，前記諸項が取扱っている許可書を自己に請求することなく

薪らたに契約を締結したことを知ったときは，翻次的に，当該海貴が先に所属していた船舶の就

業に対して，この者が充足できなかった部分での，本条の第三項が取扱う賠償に関する責任を負

う。

第636条，確定期隈を計算して明きらかにしないかぎり，海員は，船籍港への彼復船旅（船便旅

程航路）終了まで解雇せられてはならない。

第637条，船長もまた，次の諸項のいずれかの評価から，正当な理由が認められないかぎり，就

業契約期閥中に海員を解雇してはならない。すなわち，

　第一，船内秩序棄乱の継続的犯行。
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　第二，服従，規律若しくは勤務の上での遂行におけるあやまちの再発。

　第三，服すべき勤務の遂行における無能及び怠慢の度重なる繰返えし。

　第四，常潔的泥酔。

　第五，与えられた任務に関する作業の執行に海員が能力を喪失するできごとのいっさいの発生。

但し，第644条に定められた措蹟を除く。

　第六，脱走。

　然しながら，船長は航海に出るに先立ち，いっさい文書にょる理由の表示を伴なうことなく，

配属海員の乗船を回避し，上陸させておくことができる。なお，この場合は海員に服務があった

ものとして給料を支払わなければならない。

　若し船長が慎璽な動機によって，かつ，麟舶の保障と善良な勤務についての利害関係において

行動したときは，上記の賠償は集体財産の船舶墓金から支出せられる。そうでないときほ，舩長

の飼人的負撫となる。

　航海開始後は，鵬帆から船便旅程航路終了までの聞，船長は船舶乗組員である海員のなんびと

を陸地にも海上にも遺棄してはならない。但し，なんらかの犯罪を犯かした罪人として，船長の

義務である場合の，最初の到達港での，拘留及び所轄窟庁への引渡しの手続きを除く。

第638条，乗組契約締結後に，若し船主若しくは傭舩荷主の意思によって船舶解綴前若しくは後

に船便旅程航路が取消されるか，着しくは上記に同じ源因によって乗組員の雇入れの際に決定さ

れている船舶の仕向け先が変更せられたとき・は，それぞれ次の場合に硲じ，この乗組みは契約の

破棄を通じて賠償がなされる。すなわち，

　第一・，着し船便旅程航路の取消しが船舶の出港前に協議決定せられるときは，雇入れ海員各人

に，取消譲までに船舶勤務に契約に基いて受給する相当額の億かに，一か月分の給料額が支給せ

られる。

　第二，若し雇入れ決定額が船便旅程航路全体に及ぶ金額による雇用の取り決めになっていると

きは，鑑定人の判断で，民事訴訟法に定められた様式における概算による継続齢便旅程航路にあ

たる田数に配分して，上kV－一一か月脅と支給手当に該当する額を加減する。また，若し計画船便旅

程航路が概算して一一か月であるような短期閥のときは，賠償は15蕪に定められ，前記金額は全灘

的に減額せられる。

　第E，若し取消しが出帆後生じたときは，旅程航路全体に及ぶ額で雇入れられた雇薦入貫は，

船便旅程航路が終了したものとしての受給全額を受け取る。また，月決めにより雇入れられた者

は桑船した期聞と，及び船便旅程航路終結港到達までに要する期間に相当する額を受け取る。な

お，船長は箭者及び後者に嗣港までの，若しくは，出来れば出発配麟仕立港までの旅費を，いず

れか」断「｛：それぞれの希望に応じて支給配分しなければならない。

　第四，若し雇入れの際に定められたところと異なる仕向け先を船主若しくは傭齢船主が船舶に

対して付与し，かつ，乗組の個々人が岡調しないときは，それらの濤には，雇入れ後の経過臼数
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に応じた月々の叡り分部分に対する懲方記入の賃金額（支払経費額）のほか｝L”，第一号に定めら

れた金額の半額を賠償に，支払う。

　若し変更を認めて，かつ，最大距離により着しくはその他の事情により，船便旅程航路に報酬

の増大が生ずることがあるならば，この分の報酬は事前に，若しくは意見が割れている場合の賛

成協力者によって調整を受けたものでなければならない。船便旅程航路が短距離の範閥に｛製ぎら

れることになっても，そのことによって協定給料に対する切下げがなされてはならない。

　若し船便旅程航路の敏消し若しくは変璽が船積み人蓋しくは藤船荷主からなされているときは，

船主はそれらの者に対して相応の適正な賠償額を請求する権利を有する。

第639条，着し船便旅程航路の駅消しが，船主若しくは船積み入の意愚から独立した正当な事霞

から生じたものであり，かつ，船船が出帆しなかったときは，乗組員は個人的には，取消しがな

される日までに生じた受給額を敢立てる権利を有するだけにとどまる。

第640条，船便旅程航路取消しのための蕉当な事由とは次のものを云う。すなわち

　第一，寛戦帯告着しくは船舶が伽司けられる枳手國の國権を以ってする交易の禁止。

　第二，仕向け港の封鎖状態若しくは雇潮後に突発した疫病。

　第三，同港における船荷構成内容物資の受敢り禁止。

　第四，政府の命令による，若しくは船主の意懇から独立のその他の事由による同船荷の留潰着

しくは差押さえ。

　第五，船船の航行機能の喪失。

第641条，若し船便旅程航路開始後に，前条に述べられた第一から第三までの事由のあるものが

生じたときは，船蔓が船船及び船荷の利益において着港することが便嘗であると考えた港で，海

貴は間船舶での勤務期聞に応じて支払いを受ける。然しながら，若し船舶が船便旅程を継1挽する

必要のあるときは，船長と乗組員は網互に契約の完遂を要求し合うことができる。

　第五の場合には，乗組員は受給した給料額の職立て権を有するのみである。然し，若し船舶の

機能喪失が船長の，機関士の，若しくは運転士の不注意若しくは技能不足から生ずるときは，乗

組員に被害を受けた金額を賠償しなければならない。但し，荊事責任を伴なうときは常にこれを

免がれない。

第642条，乗組員が部分的航海に従事したときは，船便旅程航路の敢消し，延期，若しくは航路

距離の延長の事由によっても，それら事由の責任者が船舶の共有藻金に払込んだ賠償金の籟囲内

の比例配分部分に限って権利を有するにとどまる。

第643条，岩し船舶及びその積荷が逮捕若しくは難破によって全面的に失われたときは，乗組員

の測からのいかなる給料請求のための権利も，また，前渡金園収のための船主の取り分部分に対

する権利も岡様に，いっさいの権利はすべて消滅する。

　着し，船舶の若しくは積荷の一部，砦しくは爾響の一一漏分が救幽せられるときは，俸給を受け

て雇罵せられた乗組員は，船長を含めて，救出せられた船積み貨物運賃にも，また麟嵐の残余財
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産部分にも同様に，救出の及んだ範膿こ関する権灘を保持する。然しながら，儲船料部分に航海

した船員は，救畠船薄部分以外1よ，船体の救出せられた部分についてt’よいっさい権利を窟しない。

若し難破船の残余財産収集のために勤務したときは，救出部分の価額について，提供せられた努

力と救出達成のために敢えてした危険に比例して応分の謝金が支払われる。

第644条，罹病した海蝿は，病気が自己のとがによる行状から出たものでない限り，航海中にお

ける給料に対する権利を失わない。いかなる場合も，払込み額に応じて診察と治療の費規が共岡

塞金から支給せられる。

　着し病気が船舶の勤務若しくは防衛中に被災した翻害から生じているときは，海員は共同墓金

勘定で診察と治療を受ける。その際，蒲船料収入全体から診察と治療の費用が獄除して支出せら

れる。

第645条，若し海員が航海中に死亡したときは，その雇用と死亡時により，根続入に対してその

受給権のある既得部分と来経過部分が支払われる。すなわち，

　蓋し自然死による物故であり，｛奉給を受けて雇用せられていたときは，死亡紐までの受取り額

が支給せられる。

　若し雇用が一航海単位の船便旅程航路に充てられていたときは，着し海員が往路の途中で死亡

したならば受給約定額の半額が，また復路の航海中ならば全額が対海額として支給せられる。

　また，若し雇粥が部分航海契約であり，かつ，死亡が船便旅程航路醐始後に発生したときは，

海員への該当勘定金体の額が相続入に支払われる。然しながら，この海員が船齢の出帆崩に死亡

したときは，相続人はいっさい請求権をもたない。

　着し死亡が船舶の防縄嗣コに発生したときほ，海員は生霧者として考慮せられ，相続入に対して，

船便旅程航路終結後に，他の間等クラスの者と岡様に俸給の全額若しくは当該勘定の所得累計金

部分が支払われる。

　同様の方式で，船舶を防衛して逮捕せられた海員は，他の者と嗣一の恩典を受ける際に出庸薫

として考慮せられる。然しながら，これが不注意，着しくは勤務とは無関係な事故によるもので

あるときは，その逮捕の日までに既経過分の俸給額を受取るにとどまる。

第646条，船舶は機械，船具，用具及び傭船料と共に，捧給による雇用粟組畏に対する，若しく

は船便旅程航路に対する，既経過ラ》の俸給の支払責任に充当せられ，’一’esから他便への配船談で

の待機期間中に換金整理及び支払がなされなければならない。　（航海毎の決糞例一山騎）

　薪焼配船開始後は，萌回配船分に発生した上記種類のクレジットは優先権を喪なう。

第647条，船舶の職員及び乗組員は次の場合に，それを好都合とするときは，約定全体から解放

せられる。すなわち

　第一，船便旅程航路開始繭に船長が藩しそれを変更しょうとするか，若しくは船融が仕向けら

れる国との海戦が勃発するとき。

　第二，仕向け港で流行性の疫病が発生し，かつ公的に憲言せられるとき。
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　第三，船舶の所有主若しくは船長が変ったとき。

第648条，船長からボーイに到るまでの，船舶の指揮，運転，役務のために必要な乗船者金体は

船髄の従業員であると理解せられる。また，したがって，乗組澱，運転士，機関士，火夫及びそ

の他の船中で特殊任務として明細規定のない者も従業員に含まれる。然し，船客も，船舶が輸送

にあたる佃人もそれには含まれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4節

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務長職

第649条，事務長は船中で，船主若しくは船積み入が委嘱する管理職能を掌さどる。具体的には

船長の会計帳簿に要求せられている岡じ事情と要件をもった帳簿に，業務に関する勘定と割合を

記入し，かつ，乗船者の首長としての職能では船長を尊重する。

　船長の機能と責任は，事務長に委嘱せられた適法な管理部分に関しては，事務長の出現で終息

するが，船長の権限上不可分ないっさいの管理と雇入れは存続する。

第650条，事務長職には，契約の締結能力，方法及び機能責任に関して，第H部特殊商事契約第

盃編商事代行手数料第2節その他の形式の商事命令に含まれるいっさいの諸措置を適胴する。

第651条，事務長は権限若しくは文書による契約なしには，船舶送り出し港の慣行により認めら

れた無税進物胴土産晶類の取引交渉を除き，船便旅程航海申に詣己の勘定によるいかなる取引の

交渉もしてはならない。

　また，委頼者の文書による許可を介することなく，無税の進物用土産品類以外に帰路の船便旅

程航路での金銭投資をしてはならない。　（本条はコァンダ様式の特徴的規定でかつ競業形態と考

えてよいであろう。一山崎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第III　Wt

　　　　　　　　　　　　　　　　海商に関する特殊契約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第董節

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傭船契約

　その…　傭船契約の様式と効力

第652条，傭船契約には契約当事者によって署名せられた契約証書二通を作成しなければならな

い。また，内容に当事者の不案内若しくは不可能のかどのあるときは，その者の依頼による二名

の立会人を必要とする。

　傭船契約証書は自由に定められた条件のほかに，なお次の諸事情を含めて記載しなければなら

ない。すなわち

　第一，船舶の種類，船名及び船形容姿

　第二，船旗及び船籍港

　第三，船長の氏名及び柱所
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　第鰻，船主が傭船契約を締約するときは，その船主の氏名及び住所

　第五，傭船荷主の氏名及び住駈，また，代理入が代行の申出でをするときは，勘定を負担して

契約を結ぶ本人の銑名及び性所。

　第六，船積み港及び荷揚げ港

　第七，積込み及び搬送を必要とするそれぞれの船舶容積，屯数，若しくは重量若しくは寸法。

落しくは全部傭船かどうか。

　第八，支払を要する傭船料。船便旅程航路で計上するか，若しくは月決め額か，若しくは積概

かれた船鎗の借切り計算によるか，若しくは船荷構成物件の重澱若しくは寸法によるか，若しく

はその他何んらかの協定せられた方法を記しておくこと。

　第九，船長に支払を要する意味での然かるべき手数料額。

　第十，船積み及び荷揚げのために協定せられた臼数。

　第十一，計上せられる停泊H数及び超過停泊日数，及び爾者のそれぞれに支払を要する金額。

第653条，若し署名せられた契約読書のない船荷が受け入れられたときは，契約は，船主の，船

長の，及び傭船荷窪の権利及び義務を定めるためには，船荷部門における特有の証券である船荷

証券から結果するところに準拠してなされているものと理解せられる。

第654条，立会いの麟薗でなされたことにより，契約当事者の暑名が真正であることを証明する

仲立人の介入を伴って締結せられた傭船契約書は，判決に充分な読拠となる。また，着し上記傭

船契約書に争いを生ずるときは，仲立人が登記して保持しなければならない証拠の登録が若し法

律に準拠したものであるならば，その伸立人の証拠に念致していなければならない。

　また，伸立人の介入のないときでも，傭船契約書は儒義鋼にもとずき誠実に作成せられなけれ

ばならない。縫し，常に契約当事者は，傭船契約書になされた署名が間違いなく本入のものであ

ることを確認しなければならない。

　傭船契約に仲立人が介入せず，また著名の確認もなされていないときは，疑義は船荷証券から

結果するところによって，また船荷瓢券の無いときは，関係当事者が提供する証拠によって決定

せられる。

第655条，船主の不在のとき船長によって締結せられる傭船契約は有効であり，かつ，契約締結

の際に，船主若しくは傭船船主の命令と指図に抵触した場合においても効力を有する。然しなが

ら，これら船主落しくほ傭船船主は，船長に対して獺刻，損害賠償の訴えを起して差支えない。

第656条，着し傭船契約書に，船積み及び荷揚げのなされる期間の明記がないときは，これら作

業が実施せられる港湾の使1羽次第による。所定期閥若しくは慣行期間を過ぎたとき，及び遅延の

賠償を定める明文の条項が傭船契約書に明記のないときは，船長は船積み及び荷揚げに経過した

停泊臼数及び超過停泊墜数の要求ができる。

第657条，着し船便旅程航路中で船舶が就航不能になったときは，船長はその犠姓において，良

好な条件で積荷を受領してこれをその仕向け地に運ぶ他船を傭船する義務を負う。かつ，この目
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的のためには，単に翼准の到達港内だけでなく，近隣150粁までの距離内で船船を探がさなけれ

ばならない義務を有する。

　若し船長が怠慢着しくは悪意によって，船荷をその｛士向け地に搬送する頚｝舶を都合しないとき

は，船積み人は船長に対して遅滞なく籐船に努力するよう事前に要求し，司法当周に傭船契約締

結の訴えを提起することができる。なお，その際の申請には，船穣み人が締結済みの契約につい

ての当局の証明を求めてこれが略式予備審理手続きにあてられる。

　上記司法当局は船長に対して督促令状を出し，自己の勘定によりかつ自己の責任において，船

積み人によってなされていた傭船契約を果たすように強鰯する。

　若し船長が，その真塾な努力にもかかわらず傭船のための船舶を菟出し得ないときは，船荷を

船積み人の措麗に委ねて早い機会に船桜み人に対して生じた事柄を報密しなければならない。上

認の場合には，船舶による航行踵離によって傭船料が定められる。但し，賠償はいっさい生じな

い。

第658条，傭船料取立ての権利は契約に定められた条件に従って発生する。また，着し文書によ

る明記がなく，着しくは疑義のあるときは，次の諸規定を遵守する。すなわち

　S9　一一，船舶が月決め若しくはH数によって傭船せられたときは，傭船料は船舶への船積みがな

されたNから趨算する。

　第二，傭船契約が期間を定めて締結せられたときは，鋳船料は契約締結の日に即黛起鐘となる。

　第三，若し傭船料が璽羅による定めになっているときは，支払はグロスの重量によってなされ，

例えば樽，その他類似のもので船荷を収めた容器などの風袋を込める。

第659条，船体，機械，着しくは船異の不可欠な修繕に供するために，若しくは必須かつ緊急の

入網のために船長によって売却せられた商錨貨物に対しては鋳ξ1船料の取立て権が発生する。

　上馨己商贔賃物の価値ほ，船便派遣の成り行きにより定められる。すなわち，

　第一，若し船舶が無事に仕向け港に至捲しfeときは，船長は，到着した仕向け港における同一

等級商撮の現行販売価格を上記商品に支払う。

　第二，若し船舶が喪失せられるときは，売却済みの売値で支払う。

　上鑓の周規定は傭船料の支払いにも遵守せられ，着し船舶が仕向け港に到着するときは全額，

また，若し仕向け港鋼達薦に喪失しているときは，航行羅離の劉合で支払われる。

　第660条，共同救済のために海申に投棄せられた商最貨物には傭船料の取立て権は発生しない。

然しながらその代金は共同海損として考慮せられ，かつ，上詑傭船料は投げ荷時の航行距離の劉

合で計算せられる。

ec　661条，また難破若しくは座礁により喪われた商最貨物，及び海賊若しくは敵麟の捕獲となっ

た商品貨物も傭船料の取立て権を発生しない。

　若し先取りによって傭船料が受領せられているときは，契約：書における挿入脇定がなければ返

戻せられる。
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第662条，船舶若しくほ商品貨物が取り戻され，若しくは難破の事実から救済せられるときは，

船舶が船荷を鍛送した航行距離に該当するllll船料が支払われ喬。また，着し船舶が修理せられて，

船荷を仕向け港まで運んだときは，傭船料は金額支払われる。倶し，海損部分への金額の充当を

妨げない。

第663条，商錨貨物がそれ霞体の暇癒着しくは容器の悪質及び悪条件により，着しくは偶発的に

破損若しくは減量したときでも，払込傭船料全額で，かつ，傭船契約に定められたとおりの敢立

て権を発生する。

第664条，船舶内に船積みせられた商品貨物に，重量若しく泳噛法での鼠然増があったときに，

持主の利得となり，かつ，岡商赫に対して契約で定められた該当額で傭船料の取立て権を発生す

る。

第665条，船荷には特にそれによって生ずる傭船料の，費絹の，及び手数料の支払いがつきもの

であるが，これは船積み人が支出決済しなければならず，かつ，それが，共岡海損での該当部分

となることもあり得る。然しながら，上記の義務の遂行されそうもないことを恐れて船長が陸揚

げを延期することは正当ではない。

　若し不儒疑念動機の存在するときには，判事若しくは裁判所は，船長の願い出でにより，完全

に払い込みがなされるまでの商品貨物の供託を決定することができる。

第666条，船長は船荷に該当する傭船料，費胴及び海損の支払いのために必要な割合での売却の

申請をすることができる。その際，売却によって支払いがなされてもクレジットをカバーするに

足りないときは，その貸付分については，上記諸項霞のために必要な然かるべき支払後も，なお

不足残余部分に対する請求権が留保せられる。

第667条，船積み物件にはその引渡し若しくは供託から起算して20日悶，優先的にその傭船料及

び費罵についての責任が強制せられている。上記期閥にほ，たとえ他の債権者が存在し，及び船

積み人の，若しくは荷受人の破藍の場合が生じても，岡物件の売却が請求できる。

　然しながら上記の権利は，引渡し後，第三者に渡たり，この第三者の悪意がなく，かっ，有償

の証書によるときは，上記物件の上に行使せられてはならないo

第668条，若し荷受人が見当たらず，着しくは船荷の受取りが拒否ぜられるときは，判事若しく

は裁判所は，船長の願い出でにより，その供託を命じ，船荷にかかる鋳船料及びその他の費用の

支払いのために必要程度額の売却措臓をこうじなけれぱならない。

　岡様に，供託物件が破損の危険を量する場合，若しくは物件のもつ条件若しくはその他の事情

によって保全及び管理の費用が賄かなわれない場合にも売却がなされる。

　その二　傭船船主の権利及び義務

第669条，傭船船主若しくは船長は，傭船の契約で船舶の有する容積についての，若しくは船船

登録に明示的に指定せられたスペースの世話にあたる。その際，船荷霞録に明示せられた容簸と

実際に有する許容容積との間に2％以上食い違いの無理が黙認せられてはならない。
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　着し1庸船船主若しくは船長が船舶の許容蟻で搬送できる船荷より以上に荷積みを契約したとき

は，船積み人に対し，契約の遂行を怠り，かつ，その遂行に関する違背に伴って船積み人が被っ

た損害を，それぞれ次の場合に従がって賠償しなければならない。すなわち，

　若し船舶の｛庸船契約が単独の船積み人によって締結せられており，船纈の許容議に錯誤又は誤

認があって，かつ傭船荷主が取消しを選ばないならば，この選択権が傭船荷主に対感するもので

あるときは，船舶が受け容れできなかった積み荷の割合で傭船料が減客翼せられる。なお，傭船船

主は傭船荷主に対してその際に被った損失額を賠償しなければならない。

　蓋し，逆に，傭船契約が複数であり，また許容容積の不足により契約貨物全部を積込みできず，

かつ，傭船荷主のいずれも取消しを選ばなかったときは，概に積み荷が船内に搬入し配讃せられ

ている傭船荷主に優先権が与えられ，かつ，爾余の傭船荷主は，契約日付の順序でそれぞれ縮対

応する1順位を得る。

　上記の優先瀬位をとらなくとも，若し便宜ならば，各人が契約した璽最若しくは拡がりの害拾

で荷積みして差支えない。また，傭船船主は損失及び損害額の賠償義務を負う。

第670条，若し傭船船主によって船荷の一部が受け入れられても，最少限，船舶が搬送できる董

の5分の3を形成するまでになお不足する部分が見当たらないときは，定められた価絡で，輸送

のために都合よく上記船便旅程航路をさしかかって訪ずれ，またその旨申告されている他船を以

って替えることができる。その際積み替え費胴及び，若しそれがあるときは，傭船料の価格にお

ける増額は，上記傭船船主の勘定となる。若しこの替え船ができないときには，協定期間内に他

の船便旅程航路を仕立てなければならない。また，上記所定期間の脇定がなく，他に若し別段の

定めがなされていないときは，船積みを始めて十五日聞に仕立てなければならない。

　若し積込済み部分の荷主が傭船船主若しくは船長に，同一価格で，かつ，船積み受領の際に引

受けた条件と同等岩しくは比例する条件での船積みを求めたときには，上記傭船船主若しくは船

長は，残余の船積みの受け容れを拒否してはならない。また，若しそれを掘否して争うときは，

船積み入は船内に保有する積込み済みの貨物を以って船舶を出帆させるように要求する権利をも

つo

第671条，船舶許容慧の5分の3の船積みがあったときは，傭船船主は，傭船荷主若しくは船積

み人の同意なしに，契約に指定せられた船舶を他船と差替えてはならない。敢えて差替えがなさ

れるときは，それによって，差替えを承諾しなかった者の積み荷に，船便旅程航路中に生ずるい

っさいの損失及び損害額に責任を負う。

第672条，全部傭船によって船舶がチャーターせられたときは，船長は，傭船荷主の岡意なしに，

他人の船荷を受け容れてはならない。また，もしこれをおこなうときは，上記の傭船荷主は，そ

の船荷の陸揚げと，かつ，それによって生ずる損害額の賠償を船畏に強鰯することができる。

　第673条，船長の恣意による船便旅程航路の出立における遅延で鋳船荷主に対して生じたいっ

さいの損害額は，所定の規制により，膝船船主の勘定となる。但し，必らず公証手続き若しくは
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裁判手続きで時窟を得た出帆が要求せられたときに限ぎる。

第674条，若し簾船荷主が船舶に契約分より以上の船荷を搬入するときは，その際，爾余の船積

み人に損害を生ぜしめることなく船積みを工夫して底荷群積み遣くならば，契約における所定価

格に基き超過分の簾船料が認められて差支えない。然しながら，若しその積み荷配概のために都

合良い条件の積み方が無いときは，船長は船積みを拒香し，若しくは荷主の負担で積み荷の陸揚

げをしなければならない。

　岡様にして，船長は，内密に船中に搬入せられた商品貨物を陸に投棄するか，港しくは，若し

積み方を工夫して搬送が可能ならば，簿船料の劇合に，上言己船便旅程航路での契約額よりも鰯高

な価格を要求して運搬することができる。

　第675条，他港で船荷を受領するために船舶が傭船せられたときは，船長は契約に指定せられ

た船荷の受託人のところへ出頭しなければならない。また，若し船長に船荷が引渡されないとき

は，傭船荷主に通知し，その指園を待ってその間約束の錯数だけ停泊するか，藩しくは，契約に

停泊臼数に関する明文の協定がないときは，港内で慣行使用の停泊鑓数を経過する。

　船長が團答を待って所要期聞内に受領できないときは，傭船貨物物件の発見に努める。また，

若し停泊日数及び超過停泊田数を経過した後も見出し得ないときは，抗告を作成し，かつ，傭船

契約締結港に，戻る。

　傭船荷主は金部傭船料を支払う。その際，若し第三者の勘定による船積みがなされているとき

ほ，往路及び帰路で運送せられた商品貨物によって生じた取立権利額は控除する。

　往復傭船契約の船舶が，戻りの船積み能力を喪失するときも嗣様に準網せられる。

第676条，船積み人が，出帆港でなされている場合の検査書にもかかわらず，船荷受領の際に船

舶が航海のために措置せられていないことを証明するときに限って，船長は傭船料を喪失し，か

つ，それら船積み人に対して賠償をしなければならない。

第677条，若し，船長に傭船荷主からの指園がなく，航海中に箆戦布告若しくは封鎖宣醤の事態

が発生するときでも，舗船契約は存続する。

　上記の場合，船長は最窃りの中立かつ安金な港に向わなければならない。その際，船積み入の

命令を講求して待機すること。また，停留中に取立て権の発生する費規及び俸給は共同海損とし

て支払われる。

　若し船積み人の措概によって到達港で荷揚げがなされるときは，往路の全部傭船に対して取立

て権が発生する。

第678条，着し判事若しくは裁判所の判断で，船積み入の命令受領のために必要な期間を経過し

ても，船長が引続き揚図を得ていないときは，船荷は供託せられ，傭船料及び遅延における掛り

費用の支払いにあてられて，かつ，最初に売却せられた部分からの利得を以ってこれらが充足せ

られる。

その三　傭船荷主の義務
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第679条，一・翻借切りの全部1庸船荷主は｛1、纏｝契約の全部着しくe・X－一・・一部を，自己に最も便宜な期ii羅

に．おける契約に取欝えることがでぎる。その際，船長は二番Uの鋪船荷ftt三たちに．　．kって引渡され

る船荷を船中に受け容れることを癒否してはならない。但し，必らず初画贋の諸条件が取り替え

られることなく，かつ，次の条で定められている制限を付けて船荷許容搬金体が積み込まれない

場念でも，これにかかわらず契約せられた擁格の金額が！庸船船主に対して支払われるときに限る。

第680条，積込みを義務ずけられた船荷許容撤の全体を充たす1とのない傭船荷主は，船長が船

舶の船荷充足のために他の船荷を取らなかった場合を除き，積込みを怠った船荷許容量の傭船料

を支払わなければならない。この場合，若し積込み顯位の差があるときは，最初の傭船荷主が支

払う。

第681条，繕船船主若しくは船長の受取証無しに，落し傭船荷主が傭船契約締結時に申告表明し

たところと異なる物件を積込み，かつ，その故に没収，差押え，留蹟落しくはその他の事由によ

り鰯船船主に若しくは船積み人に損害をかけたときは，その本入が船荷代金及び更にその財産を

以って，その責めによる金損害額の完金賠償について嚢任を負う。

第682条，若し船積みせられた商晶貨物が不法交易の目的をもってなされたものであり，かつ，

傭船船主若しくは船長がこれを知りながら船中に搬入せられているときは，これら傭船船主，船

長ほ，上記商品貨物の持主と共同連粥；で，爾余の船積み人に対して生ずるいっさいの損讐額に責

任をもつ。また，たとえ協定があっても，船舶に結果する損傷に対しては傭船荷主からいかなる

賠償も要求してはならない。

第683条，船船の船体，機械若しくは船臭の修理のための到達の場合には，船積み人は船舶の修

復を待たなければならないが，若し便宜と考えるときは，その費溺で荷揚げをすることができる。

　損壊に曝された船荷の利益のために，船積み人若しくは裁判所，若しくは領事，着しくは外国

における所轄憲庁が，商品貨物を陸揚げさせる描澱をこうじたときは，荷揚げ及び積み戻しの費

用は船積み人の勘定となる。

第684条，前条に示された不可抗力の場合をいっさい伴なうことなく，若し，傭船荷主がその仕

向け港到養以繭にその商品貨物の荷揚げを希墾するときは，全部傭船料，その申出ででなされる

到達費糊，及び若しそれがあるときはジ爾余の船積み人に対して惹起した損失及び損害額を支払

う。

第685条，一般混載の普遍船稜みに対する傭船契約では，どの船積み入も，その船便旅程航路就

航前に商鹸貨物を陸揚げすることができる。その際，傭船料の半額，荷積み及び荷卸しの費胴，

及びその他，これが療因で爾余の船積み入に生ずるいっさいの損害額を支払う。

第686条，陸揚げがなされ，かつ，船荷が荷受入の措置に麗かれたときは，この荷受人は直ちに

船長に対して取立て権の発塵した傭船料及び上記船荷が責任を存する爾余の費溺を支払わなけれ

ばならない。

　船長への支弁支払手数料は鰭船料相当の劉合と期間で充足されなけれぱならなず，上認傭船料
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が従ういっさいの変更及び修正は前記船長への支弁支払手数料に関して効力をもつ。

第687条，傭船荷主及び船積み入は，固有の蝦癒若しくは偶発の場合により破損した商品貨物の

放棄を，1庸船料及びその他の費潮支払いのためにしてはならない。

　然しながら，船荷が液体物であり，かつ，流出して，包装容器中にその容鷺の4の分1しか残

っていないときは放棄手続きがなされる。

　その四　傭船契約の全部若しくは～部取消

第688条，傭船荷主の請求で傭船契約を敢消すことができる。すなわち

　第一，若し船舶への船積み蔑に，協定傭船料の半額を支払って傭船を放棄するとき。

　第二，若し船荷積載許容量証明書に記載どおりに船舶のスペースが見出されないとき。若しく

ほ，航海にあてる船名の指定に誤まりがあるとき。

　第三，若し協定どおりの期限と様式で船触が傭船荷主の手許に入手できないとき。

　第四，若し海賊，敵国の危険若しくは悪天候により，船舶が患航後，出帆港に帰港し，かつ，

船積み人がその荷揚げに賛成したとき。

　第二及び第三の場合には，傭船船主は傭船荷主に，生ぜしめられた損害額を賠償する。

　第四の場合には，傭船船主は，柱路の船便旅程航路の全部傭船料に対して権利をもつ。

　若し傭船契約が月決めで締結せられているときは，傭船荷主は，船便旅程航路が同一海上の一

港向けのときは一か月分，及び若し相異なる海上の港向けのときは，二か月分の代金支払いを免

れる。

　半島及び傾海諸島の一港から他港へのときは，一か月分だけ支払う。

　第flii，若し緊急修理のため船舶が船便旅程航路中の一港に到達し，かつ，傭船荷主が商贔貨物

の入手措遣を選択希盟して求めるとき。

　遅延が30Hを越えないときは，船積み人は往路の全部傭船料を支払う。

　若し，遅延が3田を越えるときは，船舶による航行距離の割合で傭船料を支払う。

第689条，鰭船船主の請求で傭船契約を取消すことができる。すなわち，

　第一，若し傭船荷主が，超過停泊期閥を満了しても船側に船荷を置かなかったとき。

　この場合には，敢立て権の発生した停泊日数及び超過停鴻顕数の像かに，鋪船荷主は契約縮船

料の半額を充足して支払わなければならない。

　第二，若し傭船船主が，傭船荷主のその船舶への船積みを瀾始する前に，船舶を売却し，かつ，

買手入が自己の勘定でその船舶に船積みしたとき。

　この場合には，売手人は傭船荷主に対して，生じた掻害額を賠償する。

　若し船舶の薪所有主が，霞己の勘定で船舶に船積みしない場合，売手入が売却取り決めの期聞

に傭船契約の来決済の旨を知らせないときは，傭船契約が尊重せられ，売手人は買手入に賠償す

る。

第690条，着し，船舶が聞典港から出港前に次のいずれかの場合が発生するときは，縮船契約は
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取消され，契約から生ずるいっさいの諸行為は消滅する。すなわち，

　第一，宣戦布告若しくは船舶がその船便旅程航路に赴く筈になっていた諸港向けの交易の強権

を以っての停此。

　第二，船舶が仕向けられて行く港の封鎖状態着しくは契約手配後の疫病の発生。

　第三，上記地点における船荷の商品貨物受取りの禁止。

　第四，政府命令に基く船舶差押えによる，若しくは船主の意患から独立の他の事由による，無

期限留置。

　第五，船長若しくは船主の責めによらない船離航行機能の喪失。

　荷揚げほ傭船荷主の勘定でなされる。

ng　691条，若し嵐帆港の閉鎖若しくはその他の一時的事由により，船舶が出帆できないときは傭

船契約は存続する。但し，当事者はいずれもいっさい損害額を請求する権利を有しない。

　乗組員の糧食及び俸給は共同海損で考慮せられる。

　中断の間，傭船荷主は自己の勘定で商晶貨物を荷揚げしかつ適時に船積みすることができる。

その際，停滞動機の止んだ後，若し積み戻しが遅延するときは停泊期間の支払いをしなければな

らない。

第692条，若し船便旅程航路就航中に宣戦布管，港湾の閉鎖，若しくは交易関係の停止の発生に

より，上記の場合のために傭船契約の指図の中に船舶に指定せられた港に到達するときは，契約

に協定ある場合を除き，1庸船契約は部分的に敢1肖され，かつ，船長は往路の傭船契約にのみ権利

を有する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次）

　その五　海路による船便旅程航路の船客

　その六　船荷証券

　以上が第雛編海商に関する特殊契約第1節傭船契約に含まれる。

　紙幅の都合上，次回に廻わす。　（山崎）
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